
           

                    

           

2
月
29
日
開
催
の

日
本
原
水
協
全
国
集

会
・
全
体
集
会
お
よ

び
分
科
会
「
非
核
平

和
の
日
本
と
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
」
、
3

月
1

日
開
催
の
献

花
墓
参
行
進
、
久
保

山
愛
吉
氏
墓
前
祭
お

よ
び
被
災
70

年
２

０
２
４
年
３･

１
ビ

キ
ニ
デ
ー
集
会
に
参

加
し
ま
し
た
の
で
、

以
下
の
と
お
り
参
加

報
告
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

日
本
原
水
協
全
国

集
会
・
全
体
集
会
で

は
「
ビ
キ
ニ
水
爆
被

災
70

年
か
ら
被
爆

80
年
へ
、
非
核
の
日
本
を
め

ざ
す
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

成
功
を
」
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま

し
た
。 

２
０
２
１
年
1
月
に
発
効

し
た
核
兵
器
禁
止
条
約
第
3

回
締
約
国
会
議
（
２
０
２
５
年

3
月
）
に
向
け
て
核
保
有
国

と
核
依
存
国
の
政
府
に
核
兵

器
禁
止
条
約
参
加
を
迫
る
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
、
そ
の

た
め
「
核
兵
器
禁
止
条
約
参
加

を
求
め
る
署
名
」
へ
の
取
り
組

み
を
大
き
く
進
め
る
こ
と
の

大
切
さ
が
よ
び
か
け
ら
れ
ま

し
た
。 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
が
終
わ
り
を
見
せ
な

い
情
勢
の
中
で
、
最
近
は
ロ
シ

ア
に
よ
る
核
威
嚇
発
言
も
飛

び
出
し
、
核

抑
止
力
と

い
う
こ
と

が
空
文
で

あ
る
こ
と

が
あ
き
ら

か
に
な
り
、

唯
一
の
被

爆
国
で
あ

る
日
本
が
核
兵
器
禁
止
条
約

に
参
加
し
て
い
な
い
と
い
う

国
際
的
に
は
非
常
識
な
状
況

を
一
日
も
早
く
脱
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

分
科
会
「
非
核
平
和
の
日
本

と
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」
で
は
、

日
本
各
地
と
韓
国
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
の
様
々
な
取
り
組
み
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

  

非
核
神
戸
方
式
に
よ
り
、
神

戸
港
に
は
核
を
積
載
し
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
艦
船
の
寄

港
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
改
め
て
自
治
体
レ
ベ
ル

で
の
取
り
組
み
の
重
要
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
私
た
ち
が
生
活

を
し
て
い
る
地
元
で
の
取
り

組
み
が
非
核
平
和
の
日
本
、
世

界
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
１
日
目
の
夕
食
は
京
都
代

表
団
の
み
な
さ
ん
と
共
に
静

岡
の
美
味
し
い
も
の
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

3
月
1
日
は
好
天
に
恵
ま

れ
、
焼
津
駅
か
ら
久
保
山
愛
吉

氏
墓
前
祭
が
開
催
さ
れ
る
弘

徳
院
ま
で
約
1
時
間
の
墓
参

行
進
を
行
い
、
途
中
で
献
花
の
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被
災
70
年
２
０
２
４
年 

３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
に
参
加
し
て 

清
水
郁
子 

（
立
命
館
大
学
教
職
員
組
合
） 

「岡田英樹会長を偲び平和を語るつどい（2 月 17日）」 

パートナー・岡田知子さんからお礼の手紙が届きました 

 

 啓蟄の候となりましたが、今日は雨が降り続き寒さが 

身にこたえます。皆さまにはお元気でお過ごしでしょうか？ 

 過日は故岡田英樹の「偲ぶ会」を催していただき有難う 

ございました。またその時のお写真をお送りいただきあり 

がとうございます。すぐに礼状を出さねばなりませんのに  

今日まで私の個人的な活動に追われておりまして時間がとれず失礼をいたしました。 

その節は多くの方々にお集まりいただき皆さま方の心温まるお話を聞かせていただ

き、感謝にたえません。 

 家では無口な人でしたが、外では皆さまに愛されて過ごしていたことを知りなんだ

かホッといたしました。こよなくお酒とたばこを愛した故人でした。酒の席では卵焼

きと漬け物一筋だったことを皆さま誰しもがおっしゃられました。家庭では栄養面か

らそういうわけにもいかず漬け物もできるだけ濃くないものを、卵焼きは時々しか作

りませんでしたのが悔やまれました。 

 私はようやく日常がもとに戻ってきており元気に過ごしていますが、やはり夫の喪

失感は大きく、特に夕食時に一人でお酒を飲むのはさびしいものです。せめて暖かく

なれば気持ちも晴れてくるのではと今は春を心から待ち望んでいます。 

 連日自民党の裏金問題が報じられ日本の社会の腐敗も極まれりと思いますのに国民

の怒りの声が大きくないのはどうしたものか、といらだっております。皆さまとご一

緒にがんばらねばと思うこの頃です。 

 皆さまもご自愛されながらこれからも平和のためにご健闘されますことを祈ってお

ります。                 2024 年 3 月 5 日 岡田知子 

 

3.1 墓参行進出発前の清水さん 

挨拶する岡田知子さん 

mailto:kyo-hei@crest.ocn.ne.jp
mailto:heishin@j-peace.org


た
め
の
バ
ラ
を
購
入
し
、
久
保

山
氏
の
墓
前
に
献
花
を
行
い

ま
し
た
。 

 

地
元
の
方
々
が
自
宅
玄
関

の
前
か
ら
暖
か
い
支
援
の
言

葉
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ

と
が
印
象
的
で
し
た
。 

３
月
１
日
午
後
は
「
被
災

70
年
２
０
２
４
年
３
・
１
ビ

キ
ニ
デ
ー
集
会
」
で
す
。
こ
こ

で
も
改
め
て
「
ビ
キ
ニ
水
爆
被

災
70

年
か
ら
被
爆
80

年
へ 

非
核
の
日
本
を
め
ざ
す
全
国

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
つ
い
て
、

日
本
が
核
兵
器
禁
止
条
約
に

参
加
し
、
ア
ジ
ア
と
世
界
の
ど

の
国
に
も
核
兵
器
の
廃
絶
と

平
和
を
堂
々
と
呼
び
か
け
る

国
、「
核
の
傘
」
に
隠
れ
る
の
で

は
な
く
、
平
和
と
安
全
の
た
め

に
日
本
国
憲
法
の
精
神
に
基

づ
く
外
交
を
で
き
る
国
に
な

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か

ら
の
報
告
で
は
若
者
や
女
性

の
元
気
な
様
子
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。 

 

話
題
い
っ
ぱ
い
の
議
論
が

で
き
ま
し
た
。
3
月
9
日
中

丹
勤
福
会
館
で
開
催
し
た
２

０
２
４
年
福
知
山
平
和
委
員

会
総
会
に
は
、
予
定
し
て
い
た

和
室
に
、
ほ
ぼ
い
っ
ぱ
い
の
会

員
さ
ん
が
集
ま
り
、
盛
会
の
う

ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。
議
論
に

は
ち
ょ
う
ど
良
い
14
人
。
で

も
資
料
は
も
っ
と
も
っ
と
た

く
さ
ん
用
意
し
て
い
た
の
で
、

残
念
で
は
あ
り
ま
し
た
が
。 

 

「
新
し
い
戦
前
」
の
言
葉
ど

お
り
、
米
軍
と
自
衛
隊
が
一
体

化
し
て
、
自
衛
隊
増
強
と
強
靭

化
、
土
地
調
査
法
「
注
視
区
域
」

指
定
な
ど
、
深
刻
な
軍
事
化
が

進
む
京
都
北
部
と
福
知
山
で

す
。
京
都
平
和
委
員
会
か
ら
は

片
岡
明 

理
事
長
を
来
賓
に
迎

え
、
内
外
の
情
勢
と
京
都
の
課

題
が
報
告
さ
れ
議
論
を
高
め

ま
し
た
。 

 
 

議
事
で
は
、
こ
の
一
年
の
活

動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
「
警

備
」
目
的
で
始
ま
っ
た
訓
練
が
、

し
だ
い
に
「
戦
闘
訓
練
」
に
進

化
す
る
室
射
撃
場
に
お
け
る

米
軍
実
弾
射
撃
の
監
視
活
動
、

福
知
山
の
平
和
運
動
の
総
結

集
と
し
て
の
「
２
０
２
３
年
平

和
の
た
め
の
福
知
山
戦
争
展
」

の
取
り
組
み
を
中
心
に
報
告

し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
メ
ー
デ

ー
ご
く
ろ
う
さ
ん
会
、
月
３
回

「
平
和
新
聞
」
に
折
り
込
ん
だ

会
員
投
稿
の
別
刷
り
「
平
和
学

習
版
」。
原
水
協
と
の
共
催
の

夏
の
「
核
廃
絶
国
民
平
和
行
進
」

「
平
和
の
鐘
」、
9
条
の
会
主

催
の
各
種
平
和
集
会
へ
の
参

加
を
取
り
組
み
ま
し
た
。
全
国

組
織
へ
も
、
秋
の
平
和
大
会

(

鹿
児
島)

へ
の
代
表
派
遣
と

カ
ン
パ
活
動
、
リ
モ
ー
ト
参
加

な
ど
が
報
告
さ
れ
、
多
彩
な
取

り
組
み
で
し
た
。 

 

 

活
動
方
針
で
は
、
福
知
山
市

内
の
平
和
団
体
と
も
さ
ら
に

強
く
手
を
つ
な
い
で
、
草
の
根

の
共
同
行
動
を
強
め
る
こ
と
。

会
員
相
互
の
交
流
・
連
帯
を
深

め
、
会
員
以
外
の
市
民
も
参
加

す
る
平
和
学
習
会
を
復
活
さ

せ
て
「
学
習
・
交
流
・
連
帯
・

行
動
」
の
平
和
委
員
会
に
す
る

こ
と
。
そ
し
て
、
会
員
や
読
者

を
も
っ
と
も
っ
と
多
く
し
て

市
民
に
深
く
根
付
く
活
動
に

し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。 

  

後
半
の
会
員
交
流
で
は
、
片

岡
理
事
長
か
ら
、
岸
田
軍
拡
政

策
の
中
で
し
だ
い
に
強
ま
る

京
都
北
部
、
経
ケ
岬
・
舞
鶴
・

福
知
山
で
の
「
戦
争
準
備
」
の

実
態
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
を
も
と
に
、
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

や
思
い
を
出
し
合
い
ま
し
た
。 

（
福
知
山
平
和
委
員
会
／ 

 
 
 
 
 
 

水
谷
徳
夫
） 

【
今
後
の
主
な
日
程
】 

〇
4
月
6
日(

土) 

 

小
畑
さ
ん
の
戦
争
体
験 

聞
く
会(

ラ
ボ
ー
ル
京
都) 

〇
6
月
21
日(

金) 

平
和
行
進(

山
科) 

〇
7
月
6
日(

土) 

京
都
市
内
網
の
目
行
進 

〇
8
月
3
日
～
8
月
9
日 

 
 

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会 

 

           

〈
福
知
山
平
和
委
員
会
総
会
報
告
〉 

仲
間
を
ふ
や
し
て
福
知
山
に 

平
和
の
声
を
高
め
よ
う
！ 

大
軍
拡
・
米
軍
射
撃
監
視
・ 

土
地
調
査
規
制
法
・
自
衛
隊
の
動
き 

―

課
題
い
っ
ぱ
い
を
確
認 

 

3
月
9
日
の
総
会 

盛
会
裏
に
終
わ
る
ー 

最初の「核兵器廃絶を求める署
名用紙」杉並区の女性の運動と
してスタート(会場ロビー) 

【お知らせ】 

 川上事務局長が昨年から体調不良を訴えてい

たのですが、2 月 24 日の常任理事会で退任が了

承されました。京都原水協の事務局次長も兼務

されていました。現在の重要な局面に働き手を

失うのはとても残念です。皆さんに助けていた

だきながら、日平理事を中心にフォローしてい

ますが、事務局の仕事を担える方を募ります。 

盛会の福知山平和委員会総会の様子 


